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研究成果の概要（和文）：本研究では，看護師に対する禁煙支援研修会の実施前後でアンケート調査を行い，そ
の結果から看護師の禁煙支援に必要なツールの開発を行った。看護師らは研修3カ月後であっても，対象者の禁
煙の準備性をアセスメントし，禁煙を支援し，必要時禁煙外来の紹介を行っていた。自信を高めることが看護師
の禁煙支援の実施に大きく関わっていた。そのため，看護師の利用できるホームページを作成し、上記セミナー
で教育した内容を掲示し，自信の強化を目指した。加えて看護師に対し模擬患者を使った教育プログラムを開発
した。今回のプログラムは看護師が患者に禁煙支援を提供する頻度を増加させることに役立ったと考えられた。

研究成果の概要（英文）：We conducted a questionnaire survey before and after a smoking cessation 
support workshop for nurses. Based on the results, we developed a tool of assist nurses in smoking 
cessation. Even 3 months after the training, the nurses assessed the readiness of the patients to 
quit smoking, helped them for quit smoking, and referred them to smoking cessation clinics when 
necessary. Increasing self-efficacy was a major factor in the nurses' implementation of smoking 
cessation support. We created a website which educated in the above seminar for reinforce their 
confidence. We considered that this program helped increase the frequency of nurses' support for 
smoking cessation. This study was published in Tobacco Induced Diseases 2022.

研究分野： 慢性看護学

キーワード： 禁煙支援　看護師　禁煙支援ツール　自己効力感

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
喫煙は世界最大の非感染性疾患(NCDs)の原因であり，禁煙することは様々な疾患を予防するだけでなく患者の
QOLの向上にも寄与する。看護師の行う禁煙支援はこれまでに米国で報告されたメタアナリシスにおいても効果
があることが明らかとなっている。しかし，我々の以前の研究では，看護師らは禁煙支援に対し自信を持てない
ことが多かった。本研究では，看護師らの禁煙支援への自信が高まれば，禁煙支援の実施率が上がることが明ら
かになった。また自信を向上させるための禁煙支援ツールの開発を行った。このことにより，今後，看護師らが
自信を持って禁煙支援するためのサポートの一助となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 喫煙が、様々な慢性疾患の原因となることは広く知られている。日本での喫煙による死亡者数
は年間 12～13 万人と推計されており（Murakami, 2011）、成人死亡における予防可能な危険因
子を比較した研究においても、喫煙は主要な危険因子の第一位であった(池田, 2011)。一方で禁
煙することの疾病予防効果は高く、保健医療従事者が禁煙支援することのメリットは大きい。保
険医療従事者の禁煙支援の効果に関するメタアナリシスでは、3 分以内の簡易な禁煙支援であっ
ても 1.3 倍禁煙成功しやすい（AHRQ, 2008）ことが示されており、日々の忙しいケアの中でも
喫煙者に一言禁煙支援することの意義は大きい。加えて、本年 7 月に改正健康増進法が可決さ
れ、今後病院では敷地内禁煙が余技なくされる。その中で看護職が喫煙患者や禁煙して間もない
入院患者に対し、禁煙や禁煙継続のための支援をすることの重要性は高い。 

看護職は、163 万 4000 人という医療職では最大の就業者人数である（厚労省調べ）。看護職の
行う禁煙介入は、外来患者や入院患者、健診利用者など、幅広い患者層、様々な場で効果を示す
ことが報告されている(Rice, 2017)。現在喫煙者の人数（約 2246 万人：厚労省調べより推計）か
ら単純に推計すると、看護職 1 人につき 14 人程度禁煙支援をすれば、全ての喫煙者に禁煙支援
が行き渡ることになる。しかし、応募者のこれまでの調査からは、日本の看護職の禁煙支援の認
識は低く、「禁煙しましょう」と一言だけの禁煙支援であっても実施率が低いことが示されてい
る（谷口, 2011, 2016）。なぜ日本の看護職は禁煙支援の実施率が低いのか、本研究では、まず看
護職の禁煙支援の現状とその阻害要因を調査する。加えて、その結果を踏まえて禁煙支援を学ぶ
サポートツールを開発する。禁煙外来専任看護師が希望する禁煙支援を学ぶサポートツールに
ついての先行研究では、多くの看護職は「勉強会や講演会」を希望していた（谷口, 2017）。しか
し、一般の看護職が簡易かつ効果的な禁煙支援を学ぶためにわざわざ講演会に足を運ぶことは
難しいと考える。そこで、web サイトでいつでも見ることのできるサポートツールを開発する。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、①看護職の禁煙支援の現状とその阻害要因を明らかにすること、②①を踏ま
えて看護職に対する禁煙支援サポートツールを開発することである。これにより、看護職の禁煙
支援の実施率の向上に資する。 

 

 

３．研究の方法 

 全国 13 カ所において看護師対象の 5 時間のセミナーを実施した。セミナーの構成は，喫煙の
害や禁煙の効果等の喫煙に対する基礎的な知識の習得，禁煙に向かうための変容ステージ，対象
者のアセスメントと介入について等の禁煙支援の基礎的知識と技術，それらを踏まえた実践の
演習の 3 構成とした。その前後，3 カ月後に対象となる看護師らにアンケート調査を行った。ア
ンケート項目は，禁煙支援の実施状況（５A アプローチ:ask, advise, assess, assist, arrange），
セミナーの満足度，セミナー前後の禁煙支援に対する自己効力感の変化，セミナー後の禁煙指導
の実施状況（5A）等であった。その結果を踏まえ，看護師らに対し，さらに自己効力感を強化す
るセミナーとして模擬患者を用いたシミュレーションセミナーを実施した。シミュレーション
セミナーでは，様々な禁煙ステージの模擬患者を準備し，その患者からフィードバックをもらえ
る内容とした。その前後でアンケート調査を行い，受講者のセミナー前後の自己効力感や満足度
を調査した。加えてこれらのセミナー内容について資材を web にて掲載した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 看護師の禁煙支援の現状と阻害要因の調査 

1 年目，2 年目に関してはセミナー自体が新型コロナウィルス感染症の拡大により実施不可能
となった。そのため，本研究前に実施した全国 13 カ所の看護師対象のセミナーで行ったアンケ
ート調査より，看護師の禁煙支援の現状とその阻害要因を明らかにした。日本の禁煙支援に携わ
る看護師 289 名に禁煙支援セミナーを行った。その前，後，3 カ月後の禁煙支援の実施状況およ
び認知面について現状とその要因に分けて分析した。対象者の年齢は 50 歳以上が 179 名 62.1％
であった。学歴は専門学校卒が最も多く 206 名 71.3％であった。看護師経験年数は平均 21 年で
あった。禁煙支援の 5A の実施率は，セミナー実施前と 3 カ月後では，Assess と Assist で実施
率が上昇した（必ず行う，だいたい行うと回答した者の割合；；Assess：セミナー前 35.8%，3 カ
月後 47.8%（p<0.001）, Assist: セミナー前 19.4%, 3 カ月後 27.0% (p<0.001)。）また禁煙支
援の自己効力感は，統計学的有意にセミナー後に上昇し，3 カ月後もセミナー前 に比べて有意
な上昇がみられた（図 1）。Assess, Assist の実施を従属変数とし，交絡因子を調整した上でロ
ジスティック回帰分析を行った。セミナー後に禁煙支援の価値が高まったと回答した者は禁煙
支援の実施率が高かった（Assess: OR:3.05, 95%CI: 1.17-7.96, Assist: OR: 3.54 95% CI: 



1.18-10.59)。この結果から，禁煙支援のセミナーは認知面にも行動面にも効果があり，その効
果は 3 カ月後も継続したことが明らかになった。禁煙支援の実施率向上には，禁煙支援の価値を
伝えること，加えて自己効力感を高めることが重要と示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)看護師の禁煙支援に対する自己効力感，価値観を向上させるためのツール開発 
上述した調査から，看護師の禁煙支援を促進するためには，看護師の自己効力感の向上および

禁煙支援に対する価値感を高めることが重要であることが示唆された。そのため，いつでも看護
師らが受講したセミナーに戻れるように，禁煙支援に役立つホームページの作成を行った。内容
は、禁煙支援に用いられる行動科学的アプローチや、効果的なカウンセリング方法についてとし
た。また、禁煙指導に対する重要性について示したり、必要な資材がダウンロード できるよう
にリンクを貼るなどした。加えて看護師らの自己効力感をさらに強化するために模擬患者を使
った禁煙支援のセミナーを実施した（図２）。実施前後の看護師らの禁煙支援に対する自己効力
感および禁煙支援への価値観は大幅に上昇した。また，研修会後の禁煙支援の実施率の頻度も上
昇した。対象者の 70％以上がセミナーについてとても満足したと回答した（図 3）。このことか
ら今回のプログラムは看護師が患者に禁煙支援を提供する自信，価値観，実践率の全てに効果が
あったと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看護師らが禁煙支援を積極的に行うためには，様々な工夫により禁煙支援に対する自己効力感
を高めることが重要であった。自己効力感は一人で禁煙支援を実施するよりも，時に様々な人と
のフィードバックの中で高まっていく。禁煙支援に携わる看護師らが集い，ディスカッションで
きる場を作る等，今後も継続した関わりが重要であることが考えられた。 
本研究結果は Tobacco Induced Diseases 2022 に掲載された。 
 
 
 

 

図 1. セミナー前後の禁煙支援の実施状況（5A） 

図 2. 模擬患者を使った禁煙支援セ
ミナーのポスター 

 

図 3. 模擬患者を用いたセミナーのアンケート調査結果 
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